
項目名 ② 地域包括ケアシステムの深化及び推進について

■ 現状（概要）
高齢化が一層進行する中で，高齢者が住み慣れた地域や家庭で生きがいを持って，

すこやかで安心して暮らせるよう，地域において，関係機関が連携し，多職種協働

により在宅医療・介護を包括的かつ継続的な提供できる体制の構築や地域社会全体

で高齢者を支える仕組みづくりなどを担う市村等を支援する。

■ 取組状況
① 在宅医療・介護連携推進支援事業【入退院支援ルールの推進】

病院から在宅へ患者が円滑に移行するために，患者情報をもれなく介護支援専

門員につなぐシステムの定着を図っている。

平成27年２月から運用開始しており，市村と協働し，医療機関及び介護支援専

門員へ運用状況調査を実施し，医療機関担当者・介護支援専門員等の各会議及び

合同の会議を開催し，運用の評価・検討を行っている。

その他，市が実施する在宅医療・介護連携推進事業へ参加し，支援を実施。

② 保険者機能強化支援事業

ア）圏域検討会（介護予防事業等検討会と同日実施）

高齢者の社会参加や生活支援の充実に向けた地域づくりのコーディネート

機能を持つ生活支援コーディネーター及び行政担当者を対象に，検討会を開

催。

イ）専門職アドバイザー派遣（高齢者生き生き推進課）

多職種協働による自立支援・重度化防止や地域課題解決のための取組を推

進するため専門職アドバイザーを県から派遣し，現地支援を実施。

・令和７年３月15日(予定）十島村

③ 保険者指導

介護保険事業の運営が健全かつ円滑に行われるよう，保険者等へ対して介護保

健事業に関する技術的助言を実施。

・集団的個別指導：令和６年10月21日（月）

・一 般 指 導：（鹿児島市）令和７年１月17日（金）

（日置市）令和７年１月30日（木）

④ 鹿児島地域認知症施策推進会議

認知症施策に関する取組について意見交換を実施。

令和７年２月５日（水） 大雪警報のため中止

■ 成果・課題
◎ 入院の引継ぎ及び退院の調整漏れの状況

調査時期 入院引継ぎ割合 退院調整漏れ割合

平成26年度（運用前） 57.2％ 31.5％

令和６年６月(９年目） 94.9％ 4.6％



○ 入退院支援において，医療と介護の連携が継続されるよう必要な支援体制を推

進する必要がある。

○ 人口減少や高齢化に伴う課題の把握や，地域特性にあった取組の支援が必要で

ある。

○ 地域支援事業における各事業の連動性を意識し，多職種が連携した取組への支

援が必要である。

■ 今後の方向性
・医療・介護関係者間のさらなる連携による入退院支援ルールの運用。

・地域支援事業や保健事業と介護予防事業の一体的実施など，事業間の連動性を

持った取組や庁内連携推進への支援。

・共生社会の実現や『新しい認知症観』を地域へ根付かせるための支援。

■ 依頼事項等
医療や介護の関係団体，行政機関におかれては，医療・介護の連携にかかる更

なる取組の推進に取り組んでいただきますようお願いします。

また，市村におかれましては，地域包括ケアシステムの深化及び推進に向けて，

地域支援事業の連動を意識して，庁内連携の推進，地域の資源を活用した取組を

進めていただきますようお願いします。



在宅医療と介護連携のイメージ（在宅医療の４場面別にみた連携の推進）

・多職種協働による患者や家族の生活
を支える観点からの在宅医療・介護の
提供

・緩和ケアの提供
・家族への支援
・認知症ケアパスを活用した支援

日常の療養支援 入退院支援

・入院医療機関と在宅医療・介護に係る
機関との協働・情報共有による入退院
支援

・一体的でスムーズな医療・介護サービ
スの提供

急変時の対応 看取り

・在宅療養者の病状の急変時における
往診や訪問看護の体制及び入院病床
の確認

・患者の急変時における救急との情報共
有

・住み慣れた自宅や介護施設等，患者
が望む場所での看取りの実施

・人生の最終段階における意思決定支
援

行 政

出典：在宅医療・介護連携推進事業の手引き Ver.3 一部改変

全ての
居宅介護支援事業所
地域包括支援セン
ター

参加病院 59病院



病院から在宅につなぐための「入退院支援ルール」があります。

目的： 急性期・回復期の病院から在宅へ患者が円滑に移行するために，介護保険の適用が考えら

れる退院患者の情報をもれなくケアマネジャーにつなぐことができるシステムです。

★

事業内容 行政連絡会① 運用状況調査 行政連絡会② CM代表者会
議

病院連絡
会議 合同会議 連絡会

日程 ５／１０ ６～８月 ９／１８ 10/23 11/20 12/17 1/16

振興局
・運用状況調査
の内容等の検討
・各会議の企画

等

・医療機関分の配布，集計
・全体集計

・会議の進め方
について検討 ・会議の開催 ★説明

R6年度の運用状況
★協議
代表者会議結果をもとに

意見交換

・今年度振り
返り

・次年度取
組予定

保険者 ・ケアマネ分の配布，集計

ケアマネ・医
療機関 ・6月分状況の調査に回答 ・会議への出席






